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研究成果の概要（和文）：全国の遺跡から出土する建築部材について、総合的な把握をおこない、

その調査研究方法を構築し、全国的な視点で、出土建築部材について考察したものである。第

一に、出土建築部材の研究環境整備を目的とし、出土建築部材データベースの構築をおこない、

その調査研究方法を検討し、マニュアルおよび事例集を作成した。また、代表的な出土事例に

ついて、その資料化および研究をおこなった。 
研究成果の概要（英文）：In this study, we made a comprehensive understanding about 
materials from ruins and considered survey and research methods. First of all, we 
developed a database for materials. And we created a manual for survey and created the 
case studies. Further, we investigated the typical ones. 
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１．研究開始当初の背景 
遺跡の発掘調査では、木質の遺物が出土す
ることが少なくないが、大型木材については
何の部材なのかが判断できずに、報告書に有
効な情報を盛り込むことができない場合も
多い。また、建築部材である可能性がある木
材が出土しても、建築部材であるかどうかの
判断が難しい。また、どのように調査し、ど
のような報告をすべきかがルール化されて
いない。さらには、遺物としての扱い難さも

あって、報告されていない部材も多くあると
考えられる。いっぽうで、建築史の分野にお
いても、遺跡から出土する部材が、かつての
建築を最も具体的に示す資料でありながら、
資料として十分には活用されておらず、体系
的な研究になり得ていないのが現状である。 
 これらの状況を打破するには、建築史学と
考古学の成果とを合わせた総合的研究手法
の確立が急務である。また、遺跡整備の一環
としての建物の復原（実物大・模型）におけ
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る設計においては、増加している出土建築部
材を視野に入れた考察が必要である。出土部
材は上部構造の復原に圧倒的に多くの有力
な情報を帯びており、そこから最大限の情報
を引き出す必要がある。また、同様な視点は、
建築部材の一部たる石材や金属製品につい
ても言える。さらに、建築部材がもっている
物質的情報（たとえば木材の樹種や産地、年
輪年代など）や加工の痕跡は、当時の自然環
境や技術の情報を含んでおり、このような視
点での調査・研究も必要である。 
一方、中国や韓国にも建築部材の出土例が

あり、東アジア的な視野で部材を観察すると
いう視点も求められてきている。 
以上のような背景から、考古遺物たる出土

部材について、考古学・建築史学両面からの
調査手法・研究手法の確立が必要である。 
 
２．研究の目的 
（１） 日本全国から出土した大形木材を把
握するとともに、とくに建築部材について建
築的および建築技術的視点から個々の部材
を分析し、出土部材を考古学・建築史学共用
の資料として活用できるようにする。 
 
（２） 出土部材の木材情報（樹種・産地・
年輪年代）・加工痕跡などから、当時の使用
工具を含めた社会技術について体系的に把
握する。 
 
（３） 上記①の過程で調査・研究方法を確
立し、今後出土する部材に関しても、一定の
手順によって分析し、データベースに追加で
きるシステムを構築する。 
 
（４） 主として中国・韓国で出土した建築
部材について、その考古学的・建築学的特徴
を分析し、日本との比較・検討により東アジ
ア世界における文化交流の一端を明らかに
する。 
 
（５） 同様な手法を出土建築石材・金属製
品についても応用し、出土建築材全般の総合
的資料集（データベース）を作成する。 
 
３．研究の方法 
（１）出土部材データベースの作成  

研究の基礎となる、全国から出土している
建築部材もしくは、それに類する遺物のデー
タベースを作成する。 
 

（２） 調査手法の検討  

現在各地でおこなわれている出土部材の
調査方法についての調査をおこなうととも
に、実測作業・調査を通して、簡便かつ有効
な調査手法を検討する。その上で、建築史

学・考古学の分野の研究者・発掘担当者間で、
調査・報告方法についての共通認識を確立す
る。 
 

（３） 出土建築部材の調査  

 全国から出土している建築部材のうち、重
要な資料でありながら、調査・報告が充分で
なく、資料として活用されていないものにつ
いて、調査の上、資料化して公開をおこなう。
なお、その対象としては、奈良文化財研究所
所蔵の未報告部材および、他調査機関の所蔵
物で、当該機関の了解が得られたものとする。 
 

（４） 焼失竪穴建物の研究  

建築部材が土中から出土する事例として、
個々の遺物の他に、焼失竪穴建物がある。こ
れらも、当時の建築技術を知る上で、大変貴
重な資料である。これらは、遺物としてでは
なく、遺構として報告されることが多いこと
から、出土建築部材のデータベースとは別枠
で事例を収集・検討する。その事例収集をお
こないデータ化するとともに、発掘担当者等
を招聘して研究会を開催して、今後の研究の
可能性を検討する。 
 

（５）海外事例の調査  

日本の建築技術を考察する上で、韓国・中
国等の大陸の技術の検討も欠かすことはで
きない。そこで、韓国および中国における出
土建築部材についての研究情況を把握し、大
陸との技術交流の研究の足がかりをつかむ。 

（６）研究会の開催 

上記のような研究を進めるにあたり、シン
ポジウム・研究会・検討会を開催し、各分野・
各地方の様々な意見を聴取し、議論をおこな
い、その成果を本研究に反映させるとともに、
出土建築部材研究の裾野の拡大を目指す。 
 
４．研究成果 

（１） データベースの構築 

 まずは、今後、全国の研究者による研究の
展開を推進するために、データベースの構築
をおこなった。既刊の全国の発掘調査報告書
を悉皆的に通読し、出土部材に関する報告を
データ化した。その対象は、建築部材と明確
に示されているもの以外でも、柱根・大型木
材も拾い出し、木工技術の参考事例として井
戸枠などもその対象とした。総件数は 65,362
点となった。ただし、本研究が４年間である
ことを鑑み、所在データ的なものの作成とし
て割り切った。 
なお、作成したデータベースは、CD として
関係機関等に配布した。今後は、本研究を継
続して、そのデータベースの内容の充実が必
要である。 



 

 

 
（２） 調査手法の検討 
 まずは、建築部材の調査を積極的におこな
っている調査機関などから、具体的な調査手
順等について調査をおこない、各種方法の長
所・短所を明確にした。その上で、2008 年２
月に「出土建築部材の調査方法と視点」と題
するシンポジウムをおこない、建築学・考古
学の研究者および発掘担当者で、調査方法に
ついての議論をおこなった。その議論の結果
を受け、調査マニュアル・調査マニュアルに
即した事例集の作成を目指した作業を進め、
2009 年３月には、マニュアル作成に向けた検
討会を開催した。その成果は第Ⅲ章に詳述す
る。また、宮本長二郎（別府大学教授）氏の
監修を受け、調査マニュアルおよび事例集を、
『出土建築部材における調査手法について
の研究報告』として、印刷製本し、調査機関・
研究者に配布した。 
 
（３） 出土建築部材の調査 
全国から出土している部材のなかで、状況

の許すものに関しては、実見し、調査をおこ
なった。そのなかで、集中的に調査をおこな
った物件は以下の通りである 
① 飛鳥地方寺院出土の建築部材 
奈良文化財研究所が保管する主として飛

鳥・藤原地区出土の未発表の建築部材につい
て、詳細な実測・観察および写真撮影をおこ
なって資料化を図った。これら調査では、寺
院等から出土した建築部材にくわえ、これま
であまり詳細な調査がおこなわれていなか
った掘立柱の柱根についても、詳細な調査を
おこなった。なお、当調査成果は、今後、報
告書として出版の予定である。 
② 胡桃館遺跡埋没家屋 
胡桃館遺跡は、秋田県北秋田市に位置する。

昭和 42～43 年の発掘調査によって、10 世紀
に十和田火山の火砕流によって一瞬のうち
に埋没した家屋遺構が発見された。発掘調査
の報告はなされたものの、建築史的な評価が
定まっていなかった。そこで、北秋田市と協
力し、保管されている埋没家屋遺構の建築部
材の調査をおこない、資料の公開をおこなっ
た。 
 出土した塀と建物３棟の部材について、全
部材について法量を再確認し、新たに台帳を
完成させた。その上で、主要な部材について
は、実測調査の上実測図を作成し、写真撮影
をおこない資料化をおこなった。その調査過
程のなかで、部材の特徴を調査にし、建築部
材としての特性を明確にした。また、今回新
たに、大工道具による加工痕跡の調査をおこ
ない、使用道具の特定と、加工方法の復原を
おこなった。さらには、年輪年代調査をおこ
ない、加工年代の特定もおこなった。 
 なお、当調査成果は、『胡桃館遺跡埋没 

建物部材調査報告書』（2008 年、北秋田市教
育委員会）に含まれている 
③ 観音寺遺跡 
 観音寺遺跡は、徳島県徳島市に位置する。
出土した木簡の内容から８世紀の国府に関
連する遺跡と考えられている。遺跡内には大
きな流路があり、流路の堆積層には、６世紀
末期～中世初頭の間の遺物が出土し、そのな
かには建築部材および建築の運材に使用さ
れた橇の部材が含まれている。 
 建築部材と特定できた部材は、柱・束、方
立、窓・扉に関わる部材、長押状部材、桁・
棟木、梯子、鼠返しである。いずれも断片的
な部材であるが、特に７世紀代の堆積層から
出土した部材が注目される。 
④ 山木遺跡 
 山木遺跡は静岡県伊豆の国市（旧・韮山町）
に位置する。弥生時代末期から古墳時代前期
の水田跡と、平安時代後期頃の条里水田跡を
主体とする遺跡である。山木遺跡からは、建
築部材を含む大量の木製品が出土しており、
第一次調査で出土した木製品のうち、239 点
が重要民俗文化財に指定されている。しかし
ながら出土建築部材の大半については、充分
な考察が及んでいなかった。そこで、一次調
査以降の調査で出土した部材を含め、資料化
することとなった。 
 調査では、建築部材と考えられるものにつ
いて、実測調査・観察・写真撮影をおこなっ
て、資料化をおこなった。その上で、考察を
おこない、従前には報告されていない新たな
知見を得た。 
 なお、当調査成果は、今後、報告書として
出版の予定である。 
⑤ 茨木城 
茨木城は大阪府茨木市に位置する。平成 18

年の発掘調査で、織豊期から江戸初期に埋め
立てられたとみられる流路から、建築部材が
出土した。流路はその位置から、元和の一国
一城例令にともなって廃城となった茨木城
の東堀と推定されている。 
 出土した部材で注目されるのは、欄間の部
材で、かなり状態の良い状況で出土している。
その形式を調査し、現存する中世から江戸初
期の事例を検討した結果、茨木城の御殿もし
くは寺院等の格式高い建築に使用されてい
たものであったことが判明した。 
 
（４） 焼失竪穴建物の研究 
 焼失竪穴建物についても、データベースを
構築するとともに、今後の研究の課題を明確
にした。 
 データベースについては、出土部材とは異
なり、当面の目標として、全国を網羅するデ
ータベースを完成させること第一目標とは
せず、地域を限りながら、詳細なデータをデ
ータ化することを目標として作業をおこな



 

 

った。作業をおこなった地域は、北海道・岩
手県・宮城県・石川県・愛知県・広島県・鹿
児島県である。データは建物１棟につき、１
データとした。データの構成は資料１に示し
た通りで、これら項目をデータ化するととも
に、それに付随する遺構図をカード化し、資
料の整理をおこなった。 
データ化した資料数は、北海道が 495 棟、

岩手県が 1380 棟、宮城県が 90 棟、栃木県が
439 棟、石川県が 57 棟、広島県が 93 棟、鹿
児島県が 12 棟である。これらデータ化する
とともに、さまざまな視点から、焼失竪穴建
物の考察をおこなって、今後の研究の展開の
端緒となり得たと考える。 
なお、成果は『日本各地・各時代の焼失竪

穴建物跡 本文・図版編』2008 年、『日本各
地・各時代の焼失竪穴建物跡 （別冊データ
編）』2008 年として、印刷物を作成し、配布
した。 
 

（５） 海外事例の調査 
韓国における事例の調査をおこなった。ま

ずは、韓国における出土建築部材の研究の現
状について、主として韓国文化財研究所研究
員へのヒアリング調査をよび討議をおこな
った。結果として現状では、出土建築部材を
主眼とした研究はまだ手つかずであった。単
体としては雁鴨池出土の部材が知られてい
るが、現段階では体系的な研究に至っていな
い。 
 ただし、建築物ではないが、古代山城より、
遺構木槨庫と称する地下貯蔵施設があり、こ
の貯蔵施設は、地下に土台を置き柱を立て、
側壁を板で立ち上げるもので、古代の建築工
法・木材加工技術を知る上で重要な遺構であ
る。 
 なお、中国における研究状況も確認したが、
韓国と同様であった。なお、掘立柱建物の構
造および建築技法の参考事例調査として、雲
南地方の少数民族の建築の調査をおこなっ
た。 
 平成２１年度から、奈良文化財研究所・中
国文化遺産研究院・韓国文化財研究所の３機
関の建築関係者による学術交流を開始して
おり、この３国学術交流のなかでも、出土建
築部材を取り上げ、３国間で東アジアの視点
からの研究の展開をすすめていく予定であ
る。 
 
（６） 研究会の開催 
① シンポジウムの開催 
本研究の目的として、個々の建築部材の研

究もあるが、何より、出土建築部材の調査・
研究環境の整備があげられる。そこで、2008
年２月 25 日・26 日の二日間にわたり、「出土
建築部材の調査方法と視点」と題するシンポ
ジウムを開催した。シンポジウムには、建築

史学のみならず、考古学の研究者、発掘担当
者に参加をいただき、出土部材の調査方法に
ついて、考古・建築の両面から検討をおこな
った。参加は６５名であった。 
 研究会では、活発な議論がおこなわれ、現
状の研究の方向性についても議論をおこな
い、主として調査における課題を抽出すると
もに、調査・研究方法について議論をおこな
った。調査・研究環境整備のためにまず必要
なことは、調査マニュアルおよび、調査マニ
ュアルと連動した事例集の作成が急務であ
ることがあきらかとなった。 
 なお、シンポジウムの記録は、『シンポジ
ウム「出土建築部材の調査方法と視点」の記
録』として、印刷・配布した。 
② 調査マニュアル・事例集作成のための検
討会 
2008 年２月のシンポジウムの討論結果を
受けて、調査マニュアル作成のための、検討
会を、2009 年３月に開催した。 
 この検討会において、マニュアルおよび事
例集の雛形を提案し、それをもとに、宮本長
二郎氏の監修のもと、マニュアルおよび事例
集の体裁および、内容を決定した。 
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